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はじめに

本書は、実務初心者に向けた木造住宅の矩計図・詳細図が描けるようになる参考書です。
矩計図は実務初心者にとって難しく見え、どこから描いていいのかわからない、また、どうす
れば描けるのか、実施設計の図面の中ではじめに頭を悩ます図面だと思います。筆者も実施図
面を初めて担当したときは、矩計図を仕上げるのに1週間かかりました。いつになったら描き
終わるのか、という不安との闘いでもありました。しかし今では数時間であらかたは描けます
し、矩計図を描くのは楽しい作業です。

矩計図は、空間構成、架構、素材、環境性能、ディテールなど、部分から全体まで住宅全体の
計画を見渡す総合的な図面です。空間全体を考えながら、部分の納まり（詳細図）も考えるこ
とで、住宅全体を一つの思想でまとめ上げるための考えるツールでもあります。また、設計者
と施工者がつくるための情報を共有するという役割も果たします。そのため、矩計図は断面図
より詳細に使用する素材や納まりなども含めて描くことが求められます。

矩計図を描くのが難しく思えるのは、矩計図を描く際には、空間全体を想像しながら、それと
連動して細部の納まり（詳細図）も考えることを求められるからです。しかし頭のなかで拡
大・縮小を繰り返し、縮尺の違う次元のことを並行して考えることは訓練すればできるように
なりますし、そのフィードバックを繰り返して空間をつくり上げることが矩計図を描く醍醐味
でもあります。
本書の 1章では、矩計図の仕組み、描き方の手順をマスターします。2章では、住宅を構成す
る外皮の構成を解説します。外皮の構成を理解しなくては矩計図は描けません。
さらに、3章においては、複雑に見える矩計図のダイヤグラムを読み解き、矩計図を描くとき
に考えるべき部位を、典型的な棒矩計図 17事例を通じて整理します。
4章、5章においては、各居室において特徴的な、注意すべき部位の納まりを提示し、6章では
木造住宅の設計において、矩計図と同時に考える部分詳細図を、標準的で応用可能な事例にし
ぼって整理しています。

近年は、省エネルギー施策を背景に、住宅に求められる性能も向上しています。特に、外壁や
屋根といった部位は、一昔前の納まりでは昨今求められる省エネルギー性能に対応できない場
合もあります。本書では、外皮の構成を理解するとともに、現在の省エネルギー性能に対応す
る進化した納まりと、今後も要求される環境性能の変化に追従できる部位を構成する際の基本
的な考え方をまとめています。大学の設計製図の授業ではあまり指導されることのない環境性
能について、実務を始めた段階で、その考え方を身につけることは非常に重要です。

矩計図を描くには基本的な技術やルールをマスターする必要があります。しかし技術やルール
はマスターしてしまえばよいものであり、矩計図を描くことで、部分と全体を同時に考えられ
るようになる設計力を身につけることが一番重要です。
本書が、実務初心者が矩計図・詳細図と向き合う際の手助けとなり、矩計図・詳細図を通して
部分と全体を一貫して住宅計画をまとめられる設計の実践力を身につけることができる一助と
なることを願います。

2014年 5月吉日

是永美樹・大塚篤
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矩計図の
基本を学ぶ

1章

矩計図は、部分から全体まで住宅全体の計画を見渡す総合的な図面
です。上下に重なる室の構成、素材や部材寸法などの「つくるため
の情報」をあわせて示す、情報量の多い図面です。そこには設計
者、施工者が共有すべき情報が適切に描かれていることが重要で
す。どこを描き、どのように描けばよいのか。本章では複雑に見え
る矩計図を解体して項目別に解説しました。伝えるべき情報と描き
方のルールを学んで、空間の仕組みを考える矩計図を描けるように
なりましょう。
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屋根の役割は、雨や日射といった外部の自然状況から家を守る役割、もう一つは、内外の温度、湿度調節を担う緩衝空
間としての役割。
天井断熱と屋根断熱はデザインで使い分ける。

1．小屋裏の断熱と排気
〈断熱材の位置と屋根の構成〉
小屋裏の断熱材の位置は、大きく分けて、
天井のすぐ上に断熱材を敷く「天井断熱」
と、屋根材の下に断熱材を敷く「屋根断熱」
の二つがあります。
フラットな天井の場合、一般的には「天井
断熱」を施工します（図 1）。
内部空間を広くとりたい場合、勾配天井や
垂木、登り梁などを意匠的に表現したい場
合は、「屋根断熱」を選択します（図 2）。
「天井断熱」の場合は、「繊維系断熱材」を
使用するのが一般的です。天井のすぐ上に
施工するため、天井の吊木、照明器具、電
気配線などを避けて断熱材を施工します
が、欠損部分がないよう、十分配慮します。
「屋根断熱」の場合は、「繊維系断熱材」、
「プラスチック系断熱材」の双方を使用し
ますが、断熱材の種類によって必要な厚み
が大きく異なるので、天井高さとの調整、
屋根の見付幅の調整など意匠的な部分との
関係に考慮して計画します。

〈小屋裏換気〉
天井断熱の場合は、棟換気口、小屋裏換気
口を設け、小屋裏の空気を外部へ排出でき
るようにします。屋根断熱の場合は、断熱
材の上に通気層（30mm以上）を確保
し、棟換気口を設けることで、室内で発生
した湿気を放出し、かつ、外部から室内へ
の放熱を抑制することができます。この
際、通気を妨げないように、通気垂木の配
置は縦方向に納めるように屋根材の葺き方
に工夫が求められます。
登り梁を架ける場合は、登り梁を室内にあ
らわすかあらわさないかによって断熱材の
位置が変わりますが、通気層は断熱材の上
に確保します。
いずれの場合も、外壁の通気層と連続した
通気ルートを確保することで、通気の効果
が上がります。

5. 屋根の構成

屋根断熱の場合、埋め込み式ダウンライトは断熱欠損や、防水層が万が一切れた場
合の雨水の浸入などが懸念されるため、なるべく避けて照明計画をしましょう。

ポイント

図 1．天井断熱の場合

図 2．屋根断熱の場合
　　　（プラスチック系ボード状断熱材を使用した場合）

参考文献：
『自立循環型住宅への設計ガイドライン』
建築環境・省エネルギー機構

2章　外皮の構成を理解する
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断熱材の熱抵抗値 R=d（厚み＊）÷λ（熱伝導）=0.18 ÷ 0.038=4.74（m2・K ／W）
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断熱材の熱抵抗値 R=d（厚み＊）÷λ（熱伝導率）=0.09 ÷ 0.019=4.74（m2・K ／W）
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2．小屋組と断熱材の組み合わせ
最上階に天井を張り、その上に断熱材を敷き込む「天井断熱」と、
勾配天井で登り梁や垂木間に断熱材を挟む「屋根断熱」では、断熱
材の選び方が異なります。天井断熱の場合は、小屋裏に余裕がある
ので、断熱材を厚く敷くことができます（図 3）。一方、屋根断熱

で、意匠上屋根を薄くしたい場合は、薄く納まる断熱材を選択しま
す。その場合でも、屋根は直接日射を受ける面なので、むやみに断
熱材を薄くすることは避けたほうがよいでしょう。
屋根全体の熱抵抗の計算方法は、省エネルギー関連の資料を参照し
てください。

5. 屋根の構成

図 3．同程度の熱抵抗値となる小屋組と断熱材の組み合わせ（構法別）
　　　（屋根の熱貫流率が少し低くなる場合は、開口部、外壁、床下の熱抵抗値を上げて住宅全体から逃げる熱を抑えてください。）

屋根の構成の基本的な考え方
①小屋裏は空気の温度差を利用した自然換気が誘導できる空間
です。小屋裏換気または屋根下通気は、木材の乾燥、夏期の熱
気の排出などの点から必ず設けましょう。

②室内からの湿気ができるだけ入らないように、天井裏に防湿
層（ポリエチレンシートなど）を設けます。
③最上階の間仕切壁上部には、気流止めを設け、室内の暖めら
れた空気が小屋裏へ抜けるのを防ぎます（45頁参照）。

ポイント

＊断熱材の厚みの単位は、メートル（m）で計算します。
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1 階：水まわり（浴室）
　　　＋ピロティ
2階：居室
屋根：勾配屋根

断面構成ダイヤグラム

ポイント

各部仕上げ　1：15

G

1階ピロティ（ポーチ）上に書斎を設
ける。和室と並ぶ書斎で、ピロティ
上の空間にも余裕があるので、座卓
式の書斎とし、勾配天井にすること
で雰囲気を変えている。
ピロティ上の断熱を忘れずに入れな
いと、座卓の足元が冷える。
浴室の基礎まわりの断熱も必ず施
工する。

屋根

外壁

2階床

1階床

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

3 章　矩計図のパターンをつかむ

矩計図　1：30

69

1 階：水まわり（浴室）
　　　＋バスコート
2階：居室＋ベランダ
屋根：勾配屋根

断面構成ダイヤグラム

ポイント

各部仕上げ　1：15

1階の浴室から延長したバスコート、
2階の居室から連続したベランダを
設け、室内から外部への開放性を確
保する。
1階、2階ともに床の素材を連続
させ、視覚的な広がりを演出する。
2階のベランダは、床梁を片持梁で
張り出し、1階に柱を落とさない。
必要に応じて、屋根の梁から吊るこ
ともある。床梁が外壁を貫通する部
分は防水処理を丁寧に行う。

H

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

桁上断熱

軒下換気

窓枠と本棚を
兼ねる

畳、敷居、コルク
タイルを同面で
納める

シンプルなアルミの
見切り

屋 根 の 鼻 先 の 高
さ内に樋を納める
と目立たない

欄間にガラス
を入れる

ピロティ上部の断熱を忘れずに入れる
浴室まわりにも
断熱を入れる

耐水合板と鋼製束
で浴室床をつくる 浴室基礎断熱

設置方法は各メーカーの
施工要領に従う

軒天と同じ高さで間接照明を
つくり、天井の連続性を演出
する

梁貫通部周囲は、気密テープ
などで処理

花ブロックは通風と目隠しを兼ねる

日射遮蔽装置のヨシズを取
り付けられるようにあらかじ
めフックを付ける

雨樋を鼻隠しで隠す

登り梁と断熱材の厚みの差を通気層にする

軒桁 120×150

胴差 120×210
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屋根： ガルバリウム鋼板 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12　　　
 垂木 45×45 @455

断熱材（グラスウール24K） t=160
構造用合板t=12（防湿層を兼ねる）

天井：
PB t=9.5 AEP

壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（GW24K） t=90
防湿フィルム
PB t=12.5 AEP
床： 畳 t=60 
 構造用合板 t=12
 根太 45×45

天井： バスリブ張り
 防湿シート
 耐水合板 t=12

基礎： 捨てコンクリート
 防湿フィルム
 砕石

浴室用コルクタイル t=13
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

カラー亜鉛鋼板 瓦棒葺き
アスファルトルーフィング 22kg
野地板 t=12
通気層
登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）
断熱材(ポリスチレンフォーム) t=200

壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18 
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱 t=90
防湿フィルム
多機能ケイ酸カルシウム板
t=9.5 AEP　

床： フローリング（床暖房対応）t=15
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 @455
 断熱材 t=45

天井： ヒバ羽目板張り
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

床： 伊豆石貼り t=15
 調整モルタル 
 防水層
 構造用合板 t＝24

屋根： ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺き
 アスファルトルーフィング
 野地板 t=12
 垂木 45×45 @455

雨樋：
ガルバリウム箱型樋せき板

見付け：
ガルバリウム鋼板
平葺き

天井：
PB t=9.5 AEP

内壁：
PB t=12.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱（グラスウール24K）
t=50

天井:
PB t=9.5 AEP

桁上断熱： 断熱材（グラスウール24K） t=160
 構造用合板 t=12
 （防湿層を兼ねる）

母屋 90×90

FIXガラス

床： コルクタイル t=6 
 床暖房パネル t=12
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

床： 畳 t=60
 構造用合板 t=12
 根太 45×45 

天井：
バスリブ張り
耐水合板 t=12
防湿フィルム

壁：
150角タイル
下地モルタル
防水層 H=1000程度
耐水合板 t=12 2枚張り

床：
浴室用コルクタイル
調整モルタル
防水層
耐水合板 t=12 2枚張り
大引 90×90

ピロティ床立ち上がり：
モルタル金ゴテ均し

気密パッキン

通気見切材

断熱材

見切材：
SUS L-50×50

軒天：
アクリル樹脂系吹付塗装
ケイ酸カルシウム板 t=12
透湿防水シート

見切材：
SUS Ｌ-50×50断熱材（GW24K） t=135

シナ合板 t=6

床梁 120×180

集成材 t=30

胴差 120×210

コンセント
（ホットカーペット用）

外壁：
アクリル樹脂系吹付塗装
両面ガラス繊維ネット貼り
セメントモルタル板
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
充填断熱（グラスウール24K）
 t=90

床：
コルクタイル t=6
構造用合板 t=12
根太 90×90
断熱材（グラスウール24K）
 t=90

通気見切材
（準防火仕様）

軒裏：
ケイ酸カルシウム板 
t=12
AEP

屋根： ソーラーシステム集熱板
 （専用取付金物）
 カラー亜鉛鋼板瓦棒葺き
 アスファルトルーフィング22kg
 野地板 t=12
 通気層
 登り梁 120×240

天井：
スギ羽目板張り t=15 OF
防湿層
断熱材（ポリスチレンフォーム） t=200 

（断熱材の継目を気密テープでふさぐ）

幕板：
スギ t=24 OF

内壁：
多機能ケイ酸カルシウム板 t=9.5 AEP
防湿フィルム
充填断熱

床： フローリング t=15
 （床暖房対応用）
 床暖房パネル t=12
 構造用合板  t=12
 根太 45×45 @455
 床梁 120×210
 断熱材 t=45

鼻隠し化粧幕板：
ヒバ 45×190 
ガルバリウム鋼板巻き

鼻隠し板留め金物：
SUS 3×20 @455

ヨシズ取付用金物

軒桁 120×210

鴨居：スギ

間接照明
スギパネル t=12 あらわし

軒裏：
スギパネル
t=30 あらわし
防腐塗装

軒裏換気スリット：防虫網付き

手摺取付金物：
St PL-12 
溶融亜鉛メッキ

ベランダ梁：
２階床大引を持ち出し

手摺：
横桟 St FB-18×38 溶融亜鉛メッキ
縦桟 St丸鋼 φ20 溶融亜鉛メッキ

ベランダ
ヒバ 30×150
防腐塗装 

物干用金物：SUS φ12

バスコート床：
伊豆石貼り
調整モルタル
砕石

基礎断熱
（A種ポリスチレンフォーム保温板 1種1号）t=25

床：
伊豆石貼り
調整モルタル
防水層
構造用合板 t=24

鋼製束

腰壁： 伊豆石貼り t=15
 下地モルタル
 防水層
 耐水合板 t=12

腰壁：
ヒバ羽目板張り 15×105
防湿フィルム
耐水合板 t=12

天井：
ヒバ羽目板張り 105×15
防湿フィルム
耐水合板 t=12

ブラインドボックス：
ヒバ 防腐塗装

横樋： SUS PL t=2
 （水勾配を付ける）

外壁： アクリル樹脂系吹付塗装
 両面ガラス繊維ネット貼り
 セメントモルタル板
  通気胴縁 18×18
 透湿防水シート
 構造用合板 t=12
 充填断熱（グラスウール24K） t=90

外壁：
ウッドサイディング
通気胴縁 18×18
透湿防水シート
構造用合板 t=12
断熱材 t=90

目隠し塀：
花ブロック積み

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3200

GL±０

1FL=GL+500

2FL=GL+3300

軒高=GL+5860

軒高=GL+5700

最高高さ=屋根頂部の高さ

最高高さ=屋根頂部の高さ

バス
コート

居室

浴室ピロティ
（ポーチ）

居室

浴室

ベランダ

ソーラーパネル

浴室 浴室

和室 書斎

ポーチ

居室 ベランダ

X2 X1 X2 X1

屋根

外壁

2階床

1階床

矩計図　1：30

E〜 J 水まわりあり・吹抜けなし



水勾配をとる

万が一防水が切れた
ときのため

階下への防水が心配であれば、防水層を施工する

バスユニット

床下断熱

防湿フィルム

下地面材
仕上材（バスユニット）

基礎断熱
基礎断熱

浴室の下部が
断熱されている
バスユニット

（または、断熱浴槽）

気密テープ

気密テープ

床下換気
床下換気

床下断熱

防湿フィルム
下地面材

仕上材

床下断熱

防湿フィルム（防湿層）浴室全体を包む

基礎断熱

浴槽
タイル
仕上げなど

下地面材（耐水合板等）

仕上材

コーキング

防水層

基礎断熱

気密テープ
または
発泡ウレタン
などでふさぐ

気密テープ
または
発泡ウレタン
などでふさぐ

気密テープ
または
発泡ウレタン
などでふさぐ

防水層＋耐水合板
または
軽量コンクリート

防湿フィルム

浴槽
（ハーフユニット）

耐水合板
2枚張り

ユニットバス用
ドア下枠

防湿層は気密テープで留める
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天井：バスリブ
耐水PB  t=12.5
防湿フィルム
断熱材

壁： モザイクタイル貼り　
 防水モルタル
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12.5
 充填断熱

壁： モザイクタイル貼り　
 防水モルタル
 防湿フィルム
 耐水合板 t=12

強化ガラスFIX

ガラス受け
チャンネル
25×25

床： フローリング張り
 耐水合板２枚張り（ t=12×2）

モザイクタイル貼り
タイル下地
防湿フィルム
耐水合板2枚張り

コーキング
（防水タイプ）

浴槽
（ハーフユニット）

フローリング
耐水合板 2枚張り

水受け金物：
SUS 折曲加工

浴室 洗面

B
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水勾配をとる

万が一防水が切れた
ときのため

階下への防水が心配であれば、防水層を施工する

バスユニット

床下断熱

防湿フィルム

下地面材
仕上材（バスユニット）

基礎断熱
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浴室の下部が
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などでふさぐ

防水層＋耐水合板
または
軽量コンクリート

防湿フィルム

浴槽
（ハーフユニット）

耐水合板
2枚張り

ユニットバス用
ドア下枠

防湿層は気密テープで留める
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〈浴室まわりの断熱を忘れないようにする〉
浴室の断熱施工は、ヒートショックなどの健
康への悪影響を低減する、浴槽のお湯が冷め
にくくなり給湯負荷を削減する、といった面
から非常に重要です。断熱材で覆われたユニ
ットバスや浴槽を選択するのがよいですが、
浴槽によっては断熱材が施されていないもの
もあります。その場合は、基礎断熱を施工す
るのが望ましいですが、防蟻の点からは施工
に注意が必要です。湿気が床下に漏れないよ
うに気密処理をしっかりする、基礎立ち上が
り打継ぎに止水板を入れる、防蟻処理のして
ある断熱材を使用する、など施工会社とよく
相談することが大事です。
また、脱衣をする洗面室の断熱も必ず施工し
ます。

①断熱されていない浴槽を使用する
場合は、基礎断熱を施工し、床上
の壁に施工された断熱材と連続し
た断熱層をつくって浴室全体を断
熱します（図 1）。
②断熱材で覆われているユニットバ
スを使用する場合は、バスユニッ
トと仕上材の継目を「気密テー
プ」で押さえ、浴室内の気密が保
たれるように施工します（図 2）。
また、床下の通気を確保します。
③ユニットバスを採用しない場合、
基礎の立ち上がりの内側または外
側に基礎断熱を施工し、防水層は
その上から施工します（図 3）。
また、浴槽自体を発泡ウレタンで
覆ってしまうという方法もありま
すが、これは浴槽メーカーに事前
に確認して下さい。

ポイント

浴室は、浴槽の下にも断熱材を忘れずに入れる。
2階の浴室は、階下への防水処理に注意する。

1. 浴室の詳細図

図 1．ユニットバス（断熱層なし）を組み込む場合

図 2．断熱された浴槽（ユニットバス）を組み込む場合

図 3．ユニットバスを使用しない場合

参考文献：
「住宅の省エネルギー基準の解説書」
建築環境・省エネルギー機構（図 1、2）

4章　ゾーンのつくり方を知る

仕様
床、腰壁：ハーフユニットバス
壁（腰壁上）：モザイクタイル貼り
勾配天井：バスリブ
洗面天井：耐水 PB  t=12.5  AEP
入口扉：ハーフユニット用浴室ドア

A：浴槽ユニットと出窓納まり　　1：10 B：浴槽ユニットと入口ドア納まり　1：10
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平面図　1：100

〈計画上の配慮点〉
浴室にはできるだけ窓を付け、採光と換気に配慮する。
人が入れないような小窓であれば、夜間や外出中にも換
気ができる。
2 階に浴室をつくる場合は、防水に配慮してハーフユ
ニットを使い、腰壁より上は好みの仕上材で施工できる。
暖まった空気は上部にたまるので、換気扇はできるだけ
上部に付ける。

1. 浴室の詳細図

1. 狭さの中に光と広がりを演出する浴室

A-A' 断面図　1：30 B-B' 断面図　1：30
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図 1．断熱方式と通気ルート

2. 屋根の納まり

本項では、一般的な木造住宅に見られる勾配屋根を基本に紹介しま
す（バルコニーなどでの防水床は「9．外部床の納まり」を参照）。

〈屋根葺材〉
屋根葺材の選定にあたっては、屋根形状や屋根勾配から、適切な材
料および工法を採用することが基本となります。屋根には、風雨を
しのぐだけでなく、断熱性・遮音性などの性能も求められます。ま
た、海岸近くでは塩害、多雪地域では雪の処理など、地域の風土に
よって要求される性能は異なります。
近年用いられている主な屋根葺材には、金属板葺き、スレート葺
き、瓦葺きなどがあり、各々の屋根葺材や、葺き方に適した屋根勾
配の範囲があります。

〈断熱方式〉
屋根を断熱方式で大別すると、天井断熱と屋根断熱があり、屋根の
下地構成は、これらの断熱方式によって異なります。

天井断熱は、天井の上部に断熱材を設置して、その上の小屋裏を外
気の流入するエリアととらえる方式です。下地の構成としては、主
に垂木に野地板を張り、上面に防水のためのアスファルトルーフィ
ングなどを敷いたうえで、屋根葺材を葺きます。
屋根断熱は、屋根勾配に沿って断熱層を設ける方式で、断熱材と屋
根葺材の間に通気層を確保します。屋根断熱の下地構成としては各
種の方法がありますが、共通する構成としては、断熱層の外側に通
気垂木で通気層を確保したうえで、野地板を張り、アルファルトル
ーフィングなどを敷き込み、屋根葺材を葺きます。

〈その他、屋根のポイントとなる部位〉
屋根まわりのポイントとなる部位には、軒先、棟、谷、隅棟、軒天
井、けらば、樋、外壁との取り合い部分などがあります。いずれの
部位においても、雨仕舞い・断熱層の連続性・通気ルートの確保な
どが重要となります。

屋根勾配に適した屋根葺材を選定する。
断熱と通気ルートを確保する。
取り合い部分での雨仕舞いに注意する。

スレート葺き

天然スレート葺き スレート＝天然鉱物である玄昌石（粘板岩）を薄く
割った石板で葺く工法。
屋根勾配：4/10 以上

化粧スレート葺き セメントと繊維材料を主原料として成形した化粧
（人造）スレートで葺く工法。
屋根勾配：3/10 以上

瓦葺き 瓦は粘土を成形した後、窯で焼成してつくる伝統的
な屋根葺材。和形瓦（J形）が最もポピュラー。
屋根勾配：4/10 〜 7/10

金属板葺き

瓦棒葺き 屋根勾配の方向に沿って、瓦棒心木を継手とした葺
き方で雨仕舞いに優れる。
屋根勾配：5/100 〜 1/10 以上

立てはぜ葺き 屋根勾配の方向に沿って、長尺の金属板を、はぜと
呼ばれる継手で接合させる葺き方。
屋根勾配：5/100 以上

平葺き 一文字葺き・菱葺きなど、四周を折り曲げた小さめ
の金属板を継ぎ合わせる葺き方。
屋根勾配：3/10 以上

折板葺き 角波形に折り曲げた金属板による葺き方。リブ状の
形状により強度があるため、野地板が不要。
屋根勾配：3/100 以上

銅板葺き 日本で古くから用いられている金属屋根。和風住宅
では瓦葺きと組み合わせた腰屋根で用いる。
屋根勾配：3/10 以上（平葺き）

表 1．屋根葺材と屋根勾配

天井面に沿って断熱材を施工する方法。天井埋め込みの照明器具まわ
りで、断熱および気密層の確保に注意を要する。

垂木間に断熱材を充填する充填屋根断熱と、野地板の上に断熱材を外
張りする外張屋根断熱がある。外壁と屋根の取り合い部分で、通気ルー
トと気密層を連続させる必要がある。

天井断熱と小屋裏換気

屋根断熱と屋根通気

6 章　各部の部分詳細
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金属屋根の納まり
断面図 1：6

吊子（捨て板）

1．棟部①（天井断熱・棟換気なし）

3．棟部③（天井断熱・棟換気あり）

5．隅棟部（天井断熱）

2．棟部②（天井断熱・棟換気なし）

4．棟部④（屋根断熱・棟換気あり）

6．谷棟部（天井断熱）

2. 屋根の納まり
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本頁の図は半外付・
アングル無しタイプで
描いている

額縁の内法寸法と
同一に納めている

サッシ枠まわり
での横方向への
通気ルート
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での横方向への
通気ルート

サッシ枠設置前に
先張り防水シート
を張る

横胴縁では通気ルート
としてサッシ枠との間
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図 1．開口部まわりの防水施工手順

図 2．木製建具の構成

5. 外壁開口部の納まり

外壁に設けられる開口部には、主に「採光」「通風」「眺望」などの
機能が求められますが、近年では「断熱」や「遮音」といった性能
も要求されるようになりました。
また、従来の住宅における開口部は、木製建具が多く用いられてい
ましたが、近年は既製品の木造住宅用アルミサッシが最も多く採用
されています。その性能は飛躍的に向上し、種類も豊富です。既製
品の木造住宅用アルミサッシには、多くの開閉方式があり、各々の
部位に求められる機能と、各々の建具が有する長所・短所などの特
徴を考慮して選択しましょう。

〈アルミサッシの種類〉
木造住宅用アルミサッシは、主に外付け、半外付け、内付けの 3
タイプに大別できます。外壁を充填断熱として、その外側に通気層
を確保する納まりとした一般的な納まりの場合には、半外付けタイ

プが最も多く用いられています。これは、サッシ枠が外部側の額縁
を兼ねることができることから、外壁仕上材を直に納められるため
です。

〈サッシ枠まわりの注意点〉
木造住宅用アルミサッシの納まりを検討する際には、サッシ枠の内
法幅寸法、内法高寸法、躯体とのクリアランスなどに注意します。
また、雨仕舞いのための防水処理を適切に行う必要があります。施
工の際には、先張り防水シートを窓台外側に張った後、サッシを設
置し、サッシのつば部分に下枠・横枠・上枠の順に防水テープを貼
ります。
外張断熱の外壁の場合、従来の充填断熱と比べて、壁厚が外部側に
出てきます。サッシ取付位置や、断熱および防水の切れ目が生じな
いよう、開口部まわりの納まりには注意が必要です。

既製サッシ枠の基本の納まりを理解する。
開口周囲の雨仕舞いは入念に行う。
アルミサッシでも見えがかりを工夫できる。

ガラス戸 網戸

先張り防水シートを窓台に張った後、サッシ
枠を取り付ける。

透湿防水シートを下側から張る。上端部は、
先張り防水シートの内側に差し込む。

サッシ枠の釘打ちフィンに防水テープを貼る。
その際、下枠→縦枠→上枠の順に貼り重ねる。

透湿防水シートを張り上げていく。上下の重
ね長さは 90mm 以上とする。

1
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6 章　各部の部分詳細
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アングル無しタイプで
描いている

額縁の内法寸法と
同一に納めている

サッシ枠まわり
での横方向への
通気ルート

サッシ枠まわり
での横方向への
通気ルート

サッシ枠設置前に
先張り防水シート
を張る

横胴縁では通気ルート
としてサッシ枠との間
に30mmの隙間をとっ
ている

縦張りでは、凹凸の
隙間が通気ルート
にもなる

構造用合板の外面から
外壁仕上げ+下地が厚
くなる場合、サッシ枠見
込み内に納まるか注意
する

モルタル吹付けなどでも、
通気ルートを確保する考
え方は同様である

縦張りでは、凹凸の
隙間が通気ルート
にもなる
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半外付けサッシと外壁仕上げとの納まり
平面図／断面図 1：10

平面詳細図

平面詳細図

平面詳細図

断面詳細図

断面詳細図

断面詳細図

1. 窯業系サイディングの場合

2. ガルバリウム鋼板の場合

3. モルタル吹付けの場合

外壁：窯業系サイディング t=14
内部：クロス貼り

外壁：ガルバリウム鋼板小波縦張り t=0.4
内部：クロス貼り

外壁：モルタル吹付け t=20
内部：薄塗り左官仕上げ t=2.5

5. 外壁開口部の納まり


